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図1　リバティータワーの基準階平面図
の2次モードは0．30．7％，3次モードは050．g％で
あり，X方向，　Y方向に比べて小さい。
4．減衰定数の時間変動
　各方向および各次モードの減衰定数は各測定日の
測定時刻ごとに異なる。同一測定日に対する減衰定
数の時間変動を変動係数を用いて考察する。各次モ
ードにおける各方向の変動係数を図3に示す。減衰
定数の変動係数に経年変化はないが，モード別に比
較すると，減衰定数の変動係数は1次モードが大き
く，2次モード，3次モードが同程度で，4次モード
が小さい。減衰定数の変動係数はほぼ50％以下に収
まるものの，比較的小さい4次モードでも20％程度
である。固有振動数の変動係数は比較的大きな4次
モードでも05％以下であることから，構造ヘルスモ
ニタリングの観点から減衰定数は大きくばらついて
いることがわかる。他の建物についても減衰性能評
価を行っており，結果は学界等で随時公開中である。
5．まとめ
　建物の構造ヘルスモニタリングを実施したものと
してリバティータワーの減衰特性を明らかにした。
1）減衰定数は一定の範囲で推移していて経年変化
　はない。各方向ともに高次モードになるにつれて
　大きくなっている。
2）減衰定数の変動係数は，モード次数が大きくなる
　ほど低下する。4次モードでも変動係数は20％程
　度と減衰定数のばらつきは大きいことがわかる。
　他の建物でもほぼ同様の減衰特性が得られており，
耐震設計に用いる減衰定数の提案に向けて研究を継
続する予定である。本研究は山本茂和，町垣諒の両
君にご協力戴きました。
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H．研　　究　　記　　録　　（重点研究）
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